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	連続研究会（全5回）
	日韓における強制不妊手術問題の 歴史と今後の課題 —日本の旧優生保護法と韓国の母子保健法への対応の経験から—

	企画趣旨
	本企画は、日韓両国におけるいわゆる強制不妊手術を めぐる問題について学術的な議論を重ね、当該問題について考えることを目的としています。
	企画全体を通じて、 ●日韓両国の強制不妊手術問題の議論の促進 ●現行法制度上の問題、将来的な補償制度および 　立法措置に関する検討 ●実態の学術的解明（被害実態、荷担実態等） ●日韓の研究者の連携 を目指したいと考えています。

	企画の背景
	《日本における動向》 1948年制定の旧優生保護法のもとで約2万人が被害を受け、 近年、最高裁判決が示されたり、補償制度が整備され始めたり しています。
	《韓国における動向》 1973年制定の母子保健法により、国家の関与のもとで強制不妊 手術が実施されていたことが明らかになっています。強制収容施設での実施や行政機関の関与が確認されていますが、実態 解明等は十分に進んでいません。 2026年に研究者・市民団体による「強制不妊手術真相究明対策 委員会（準）」の発足や施設における強制避妊・養子縁組問題の発覚と国家賠償訴訟等、問題の再浮上と社会的関心の高まりが見られます。

	スケジュール
	※全回オンライン開催 ※14:00～16:00予定（ただし、第1回のみ14:00～16:30）
	　　第1回　　
	　　第2回　　
	　　第3回　　
	　　第4回　　
	　　第5回　　
	7月25日（土） 　　8月1日（土） 　　8月29日（土） 　　9月5日（土） 　　9月19日（土）
	日韓の概況
	Main2： 김정혜 Jeonghye Kim （韓国女性政策研究院  副研究委員）

	優生思想の社会史
	Main： 김재형 Jae Hyung Kim （韓国放送通信大学校  文化教養学科 准教授）

	市民活動
	ジェンダー上の問題
	医界における活動

	ー　共同主催　ー
	明治大学 医事法センター
	慶北大学校 医学部  RISE事業団
	強制不妊手術 真相究明 対策委員会
	歴史問題 研究所


	ー　後援　ー
	明治大学 ジェンダー法センター
	明治大学 情報コミュニケーション学部 ジェンダーセンター
	人権財団サラム
	科学研究費助成事業基盤研究（S） 「デジタル・アーカイブを活用した総合的な優生政策史研究」（研究代表者：松原洋子）

	連続研究会（全5回）
	日韓における強制不妊手術問題の 歴史と今後の課題 —日本の旧優生保護法と韓国の母子保健法への対応の経験から—

	第1回研究会
	【日時】 　2026年7月25日（土）14:00～16:30
	【形式】 　オンライン（Zoom）
	【使用言語】 　日本語・韓国語（通訳あり）
	【対象者】 　ご関心がある方は、どなたでもご参加いただけます
	【参加費】 　無料
	【お申込み】 　こちらから ▶　https://forms.gle/SAaecFdDNomDTgmy9


